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全国学力・学習状況調査等の各種調査

学力向上プラン

指導体制の
工夫・改善

授業改善 授業実践

家庭・地域
との連携

教員の
指導力向上

学級経営
生徒指導

教育課程の
改善・充実

教育課程の改善・充実を中心に、指導体制の工夫・改善、教員の指導力向上、家庭・地域との連携、学級経営、
生徒指導といった視点から、学力向上対策を総合的に講じます。

「総合的に学力向上を図る」とは
～支援事業のイメージ図～



子供たち一人一人に学力の定着・

伸長を図るためには、学校として、
組織的・継続的に学力向上対策に取
り組むことが必要不可欠です。
その中核となる教育課程は、編成、

実施、評価、改善のカリキュラム・
マネジメントのサイクルを絶え間な
く回し、質を高めていくことが大切
です。

・学校教育目標を踏まえた教科横断的な視点
・必要な教育内容の組織的な配列

子供や学校、地域の実態に応じて、教育活動全体を見渡した幅
広い観点から取り組むべき課題を検討し教育課程を編成する

中心となる教育課程の改善・充実

～カリキュラム・マネジメントの３つの側面～

・社会に開かれた教育課程の視点
・地域の外部資源（学校運営協議会、地域学校協働活動）

教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するととも
にその改善を図る

・全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙、ＳＰ表）
・学校評価アンケートの結果 等

学力調査等を活用し、子供たちの学力、学習意欲、学習環境、
生活習慣等の状況を具体的に把握し、分析、検証を行う



○校内研修の活性化や教材研究の充実に
より、教員の指導力を向上させるため

の取組を行う。

教員の
指導力向上

○学校規模やクラスの実態に応じた効果的
な指導体制の工夫・改善に関わる取組を
行う。

指導体制の
工夫・改善

○学習を支える基礎学力につながる家庭に
おける学習習慣や生活習慣等の改善に向
けた取組を行う。

家庭・地域
との連携

○互いに考えを自由に伝え認め合うことが
できる学級風土を醸成したり、子供が学
びやすい環境を整えたりする取組を行う。

学級経営
生徒指導

メディアコントロール

放課後補習 自主学習の工夫

小中連携

特別活動の充実

ユニバーサルデザイン

学習規律の確保

学習スタンダード

１人１授業 短時間での授業研究会

教育課程の改善・充実を支える取組

特別支援教育の充実

家庭学習の習慣化

高学年の教科担任制

ティーム・ティーチング



学力向上プラン作成のポイント

現状
学校の特徴 学校の実態
地域や教員の願い

・ 子供、学校、教職員、地域、保護者の今の姿について、「学校の特徴」「学校の実態」
「地域や教員の願い」等の視点で、「強み」と「弱み」から記述する。

・ 全国学力・学習状況調査の結果など、数値化された客観的なデータを取り入れてもよい。

目指す姿
（ビジョン）

・ 現状を踏まえ、ゴールとしての目指す姿（ビジョン）等を記述する。

・ 教職員はもちろん保護者や地域とも共有ができるような分かりやすい言葉で表現する。

目指す児童像具体的な取組 具体的な取組

・ 目指す姿に迫るための方策・取組を記述する。
・ 総合的に方策・取組を検討するが、教育資源は限られているので重点項目を絞る。
成果や効果を子供や教職員が実感することで次の取組につながる。

方策・取組

・ 取組内容が一目で分かるように構造化する。
・ 複数年かけて取り組む計画とする場合は、

時間軸を設定する。

構想図

組織的・継続的に学力向上対策に取り組むために

は、目指す姿（ビジョン）や方策・取組を可視化し、
それを共有することが重要です。一目で分かるよう
な学力向上プランを作成することが大切です。
その際、学校の状況は常に変化することを前提と

して、完璧なプランを作成しようとせず、年度途中
でも見直しをする。

課題


